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１．当社のプロフィール

3

紀和化学工業株式会社
本社社屋

設 立 年 / 昭和29年

本 社 / 和歌山市南田辺丁33番地

従業員数 / 165名

貴志川工場
貴志川研究所

雄松工場
雄松研究所

フィルム事業部

染料事業部

事 業 所 /

事業内容 /
再帰性反射シート
機能性フィルム
インクジェット用メディア

染料・顔料等色材関連
デジタルインク

染料事業部

フィルム事業部
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１．当社のプロフィール (1)フィルム事業部
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フィルム事業部ではカーラッピン
グや広告用看板、標識、建築物、
スマホ等の電子機器に用いられる
反射シート・機能性フィルムを開
発・製造しています。

海外需要の高い製品も多く、欧米
からアジア、アフリカまで世界各
国で当社の製品が活躍しています。
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１．当社のプロフィール (2)フィルム事業部の製品 1/2
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海外向け反射シート 国内向けナンバープレート用シート
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6

平成３０年導入地方版４１種類 令和２年導入地方版１７種類

令和4年導入全国版２種類

令和５年に１０種類の新地方版が導入予定であり今後も種類は増加する

１．当社のプロフィール (2)フィルム事業部の製品 2/2
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２．検討の背景・経緯・基本方針
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〈DX基本方針〉 ペーパレスを志向する

生産管理データのデジタル化 オフィスコンピュータの活用

生産量をUPさせ利益増を目指す
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製造日報

４．ＤＸ計画 (1)現状分析(現状の問題・課題のあぶり出し) 1/5

12

部署内、部署間の情報のやり取りがすべて紙ベース
→ ２重入力がいたるところで発生

受注 製造 出荷

印刷計画兼

チェックリスト
検反表
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４．ＤＸ計画 (1)現状分析(現状の問題・課題のあぶり出し) 5/5

16

No 分類１ 分類２ 発生している現象 原因･課題･対策等

優先度評価 優
先
度

目指す姿との関連

重要
度

緊急
度

コス
ト

付加価値
作業ＵＰ

組織風土
変革

不良率
DOWN

１ 経営 収益 生産量を超える受注は断らざるを得ない
生産性向上
営業と製造の連携

中 中 大 中 〇

２ 業務 業務
紙への手書作業多い
転記、２重入力

情報の一元管理
デジタル化で連携

大 中 大 大 〇 〇

３ 業務 業務 生産遅延で休日出勤 製造状況の把握 大 中 大 中 〇

４ 業務 情報共有 部署間､部署内､工程間は紙で伝達､遅い
迅速な情報伝達
情報連携

大 中 大 大 〇 〇

５ 業務 情報共有
ノートの気づき､クレーム情報が非活用
品質向上へのデータの利活用が不十分

情報の可視化
情報連携

大 中 大 大 〇 〇 〇

６ 業務 文書化 熟練者の勘と経験によるマシン設定
情報の属人化
マニュアル化

大 中 大 中 〇 〇

７ システム 工程管理 製造現場支援機能がなく現場に負担感 製造現場支援システムの導入 大 中
極
大

小 〇 〇

８ システム 生産計画 生産計画、在庫計画等紙管理 製造現場支援システムの導入 大 中
極
大

小 〇 〇

９ システム 原価管理
製造ロスコストが見えず、原価管理は手
作業

製造現場支援システムの導入 大 中
極
大

小 〇 〇

10 システム 連携
複数のシステムが混在
データ連携不十分

システム統合
データ連携機能

大 中 大 中 〇

11 その他 設備
第一蒸着機からのデータ入力は３号機ま
で出向く必要

現場でワンストップ入力 大 中 小 小 〇
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４．ＤＸ計画 (2)３年後のあるべき姿

17

◉ 工場付加価値比率を高め、生産性向上、品質向上、利益向上をはかる。
◉「今」の見える化をはかり、意思決定の迅速化、各種ロスコスト発生を防止する。
◉ 各担当者の「気づき」を活かし、作業者が自律的にいきいきと働く職場環境をつくる。
◉ 変化・変動に強い組織の構築

付加価値作業UP

非付加価値作業DOWN
組織風土の変革 製品不良率DOWN

〔全社の〕見える化あるべき姿（目標）

生産量をUPさせ利益増を目指す



© 紀和化学工業株式会社 2023,All Rights Reserved

４．ＤＸ計画 (3)具体的施策の候補・絞込み
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■非付加価値作業の徹底的な圧縮

■徹底した見える化による業務の円滑な遂行、設備可動率の向上

■支援システムの見直しによる業務プロセスの改革

・手書き作業の圧縮、転記等２重作業の廃止
・情報の共有化、早期顕在化による問題点の早期対応
・作業改善の推進
製造現場担当者へのツールの供与による改善活動の促進

・生産計画、在庫計画立案のシステム対応化
製造実行システムの検討

・設備稼働率の見える化
設備稼働状況を分析し、可動率の向上をはかる

・製造ロスコストの見える化

・製造実行システム導入による変化変動への対応力の強化
現場の実情に見合ったシステム支援

◆手書き作業の圧縮
◆情報の共有化
・早期顕在化

に絞込み
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４．ＤＸ計画 (4)３か年計画（マスタースケジュール）
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項目 １年目 ２年目 ３年目

・手書き作業の圧縮
転記等２重作業の廃止

・情報の共有化
・早期顕在化

・自動機からのデータ
収集

※）マスタスケジュールは随時、見直すものとする。

クリーンルーム工場作業
クリーンルーム工場作業

出荷業務 → 受注業務 → 製造業務

他の作業に適用拡大

クリーンルーム工場作業

順次実施

他の作業に適用拡大

順次実施

クリーンルーム工場作業

要否・可否等検討
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４．ＤＸ計画 (5)１年目の実行計画(ｸﾘｰﾝﾙｰﾑ工場作業)1/2
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１か月目～４か月目 ５か月目～８か月目 ９か月目～１２か月目

出荷業務
・手書き作業の圧縮
・転記等２重作業の廃止

受注業務
・手書き作業の圧縮
・転記等２重作業の廃止

製造業務
・手書き作業の圧縮
・転記等２重作業の廃止

※）アクションプランは随時、見直すものとする。

短縮する工程の絞込

短縮方法の検討

試行運用

効果検証

順次検討(短縮する工程の絞込

順次検討
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５．ＤＸチャレンジサポートプログラム活動一覧
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日時 議題 参加者

第1回検討会議
2022年8月29日

初回ヒアリング、
申請内容の確認、現状の課題、次はこうし
たい、等の洗出しと見える化

計画推進者 ：プロジェクトメンバー
支 援 ：紀陽銀行

第2回企業診断
2022年9月26日

現状ヒアリング、
企業診断、工場見学

計画推進者 ：プロジェクトメンバー
支 援 ：紀陽銀行、ものづくりテラス林

第3回企業診断報告
2022年10月20日

企業診断の報告 計画推進者 ：プロジェクトメンバー
支 援 ：紀陽銀行

第4回検討会議
2022年12月 2日

３年後のあるべき姿
３か年計画 １年目実行計画 の検討①

計画推進者 ：プロジェクトメンバー
支 援 ：紀陽銀行

第5回検討会議
2022年12月22日

３年後のあるべき姿
３か年計画 １年目実行計画 の検討②

計画推進者 ：プロジェクトメンバー
支 援 ：紀陽銀行

第6回検討会議
2023年1月13日

ＤＸ計画書
成果発表会（デモデイ）資料検討①

計画推進者 ：プロジェクトメンバー
支 援 ：紀陽銀行

第7回検討会議
2023年2月 8日

ＤＸ計画書
成果発表会（デモデイ）資料検討②

計画推進者 ：プロジェクトメンバー
支 援 ：紀陽銀行

第8回検討会議
2023年2月28日

ＤＸ計画書
成果発表会（デモデイ）資料検討③

計画推進者 ：プロジェクトメンバー
支 援 ：紀陽銀行


